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平成30年2月期第2四半期累計期間における業績予想値と実績値との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成29年4月13日に公表した平成30年2月期第2四半期累計期間の業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下

記のとおりお知らせいたします。 

また、平成30年2月期通期の業績予想につきましても、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1.平成30年2月期第2四半期累計期間業績予想値と実績値との差異について 

平成30年2月期第2四半期（累計）連結業績予想との差異（平成29年3月1日～平成29年8月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

 百万円 

9,489 

百万円 

16 

百万円 

59 

百万円 

46  

円  銭 

58.07 

今回実績（Ｂ） 9,312 △19 34 25  32.33 

増減額（Ｂ―Ａ） △177 △36 △24 △20  ― 

増減率（％） △1.9 ― △41.2 △44.3  ― 

（ご参考）前期第2四半期実績 

（平成29年2月期第2四半期） 
9,402 △23 26 37  46.58 

 

2.平成30年2月期通期業績予想の修正について 

 平成30年2月期通期連結業績予想数値の修正（平成29年3月1日～平成30年2月28日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

 百万円 

19,363 

百万円 

73 

百万円 

150 

百万円 

105 

円  銭 

131.55 

今回修正予想（Ｂ） 19,112 40 129 85 107.09 

増減額（Ｂ―Ａ） △250 △33 △21 △19 ― 

増減率（％） △1.3 △45.4 △14.2 △18.6 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成29年2月期） 
19,248 30 119 96 120.35 

 

3.修正の理由 

 当第 2 四半期累計期間につきましては、リモデル効果が続く化粧品等の婦人雑貨売場が好調に推移したものの、全国的な不振が続く衣料

品の伸び悩みにより売上高は 9,312 百万円となりました。利益面につきましては、経費の効率的な運用に注力したことにより、営業利益及び経

常利益については前年同期に比し大きく改善し、親会社株主に帰属する四半期純利益についても、前年の特別利益計上の反動があったもの

の 25 百万円となりました。しかしながら、地方百貨店を取り巻く厳しい消費環境が継続する中、売上高、各利益ともに、計画値には届かず、前

回予想を下回る結果となりました。 

通期につきましても、第2 四半期累計期間の業績及び今後の見通しを踏まえ、上記のとおり予想を修正いたしました。 

 

※上記の業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものです。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異

なる場合があります。 

  以 上 


